成人B型肝炎ウイルス腎症の臨床病理学的検討 by 田所 正人
22 号外第113号) 長崎大学掌報 平成3年 9月30日
田所正人 (長崎県)昭和28年 5月26日生








































平成 3年 9月30日 長崎大学学報 (号外第113号 23
(2) 臨床的検討尿所見(蛋白尿および血尿の程度入 | 究業績をあげた。
腎機能，血圧，血中 HBV関連抗原，肝機能について検 | 平成 3年 7月「成人B型肝炎ウイルス腎症の臨床病
索した。また，腎機能については，その予後とともに ! 理学的検討jを完成し，これを主論文とし， rCAPD療
悪化因子についても検討した。 I法における腹膜の機能的および病理組織学的検討(腹
結果 | 膜硬化症を呈した 1例を中心に)J他17編を参考論文と
(1)組織型.微小糸球体変化 7例，メサンギウム増 i して長崎大学大学院に医学博士の学位を申請した。
殖性腎炎19例(増殖軽度13例，中等度 4例，高度 2伊U)， I 長崎大学大学院医学研究科委員会は，これを平成 3
膜性腎症11例，膜性増殖性腎炎10例(I型 2例，lII型 | 年 7月3日の定例委員会に付議し，論文の内容の要旨
8例)であった。 I を検討し，研究経歴を審査した結果，受理して差し支
(2) 糸球体沈着 HBV関連抗原.抗原の沈着を認め | えないものと認めたので，上記の通り審査委員を選定
たものは22例(HBs単独10例， HBe単独2例，両抗原 | した。委員は主査を中心とし慎重審査の上，平成 3年
10例)であり，組織型を検討したところ，膜性腎症が I 8月21日の定例委員会でその結果を報告した。
9例，膜性培殖性腎炎が7例存在し，これら係蹄壁病 | 主論文は，血中 HBV関連抗原陽性で，腎疾患を惹起
変を有する例で優位に高い沈着率を示した (p<O.01)o I しうる全身性合併症のない糸球体腎炎 (HBV腎症)の
また， IgA腎症の 4例で抗原沈着が認められた。抗原 | 成人47例を対象とし，腎炎発症における HBV関連抗
沈着の局在優位性の検討では，HBs抗原は係蹄壁ない | 原の関与を中心に臨床病理学的に検討したものである。
しはメサンギウムの一方に偏る傾向はみられなかった I WHOの原発性糸球体疾患の病型を基準に組織型を分
が，HBe抗原は HBs抗原に比し，有意に係蹄壁に優位 | 類するとともに， HBs抗原と HBe抗原の糸球体沈着
の沈着が認められた (pく0.01)0 の有無を酵素抗体間接法にて検索し，抗原沈着を認め
(3) 腎機能の予後および悪化因子・ 1年以上にわた | た例については沈着強度を係蹄壁とメサンギウムで比
り経過を観察しえた27例において，血清クレアチニン | 較検討した。また，腎機能とその悪化因子について検
値が0.5昭 /dl以上増加した腎機能悪化例は 4例存在 | 索した。結果は，成人の HBV腎症は，メサンギウム増
したが，いずれも1.0mg/dl未満の増加であった。また， I 殖性腎炎，膜性腎症，膜性増殖性腎炎いずれの組織型
腎機能悪化に関わる可能性のある因子として，組織型， I もとりうるが，後二者の頻度が比較的高率であった。
糸球体 HBV関連抗原沈着，ネアローゼ症候群，高血圧， I HBV関連抗原の糸球体沈着を認めたものは22例
慢性肝障害について検討したが，高血圧とは関連を認 (HBs単独10例，HBe単独2例，両抗原1岬U)であつ
めた (pく0.05)が，その他の因子については関連を認 | たが，その組織型を検討したところ，係蹄壁病変を有
めなかった。 Iする例で有意に高い沈着率を示した。また IgA腎症の
考察ならびに結露 例で抗原沈着が認められた。抗原沈着の局在優位性
(1) 成人の HBV腎症では，メサンギウム増殖性腎 | の検討では，HBs抗原は係蹄援，メサンギウムの一方
炎，膜性腎症，膜性増殖性腎炎いずれの組織型もとり | に偏る傾向はみられなかったが， HBe抗原は HBs抗
うるが，後二者の頻度が高率であった。 I原に比し，有意に係蹄壁優位の沈着が認められた。 1
(2) HBe抗原は，HBs抗原に比し有意に係蹄壁優 | 年以上にわたり経過を観察しえた27例において血清ク
位の沈着が認められ，係蹄壁を主体とした病変形成に | レアチニン値が0.5mg/dl以上増加した腎機能悪化例
関与していると思われた。 HB.抗原は，膜性増殖性腎 | は 4例存在したが，いずれも1.0昭 /dl未満の増加で
炎およびメサンギウム増殖性腎炎の発症に重要な抗原 | あった。また，腎機能悪化に関わる可能性因子として，
であるとともに，膜性腎症の病因抗原ともなりうるこ 1 組織型，糸球体 HBV関連抗原沈着，ヰアローゼ症候群，
とが示唆された。 I高血圧，慢性肝障害について検討したが，高血圧以外
(3) HBV関連抗原を病因抗原として発症する IgA I は関連を認めなかった。
腎症の存在が示唆された。 I 以上の成績は，抗原の判明している免疫複合体型腎
(4) HBV腎症の予後は比較的良好であると思われ | 炎の代表である HBV腎症において，組織型も多彩で，
た。 I沈着する抗原も一定傾向の無い成人例の数少ないまと
論文審査の結果の要旨 | まった検討であり ，特に沈着抗原としての HBs抗原，
田所正人は昭和57年 3月長崎大学医学部を卒業し IHBe抗原の別がその組織型に反映していることを示
医師国家試験に合格，昭和57年12月より現在
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るところ大であって学位に値するものとして合格と判
定した。
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